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１． はじめに 

人間の脳波の成分は周波数の範囲で分類され，

特に α 波・β 波・θ 波と呼ばれる成分の割合が心理

状態等によって変動することが知られている．そ

こで，脳波の解析がストレス状態の推定にしばし

ば用いられる[1]． 

ストレスの緩和には，受動的な方法に限っても，

音楽の鑑賞や動画の視聴などさまざまなものが考

えられるが，単純に良い風景を眺めるだけでも気

分転換となり得る． 

そこで本研究では，風景によるストレスの緩和

効果を脳波の解析によって評価することを目的と

する．360 度の風景動画を用意し，VR ゴーグルで

提示して脳波の変化を調べる．風景動画の有無に

よるストレス緩和効果の比較実験を行った． 

 

２．脳波の解析 

脳波とは，脳の神経細胞が働くときに起こる微

量の電流の変化を，頭蓋の表面から総合的に記録

したものである．健常成人(18 歳以上)の覚醒，閉

眼，安静時脳波は α 波と β 波から成り，基礎波と

しての α 波に β 波が混入する．開眼，計算などの

精神作業で α 波が消え，β 波に置き変わる． 

現在の研究によって，人間の脳波は周波数の範

囲で 4 種類に分けられている．それぞれ δ 波(1-

3Hz)，θ 波（4-7Hz），α 波（8-13Hz），β 波(14-20Hz)，

γ 波（21-40Hz）である．また α 波は α１波(7-8Hz)，

α2 波(9-11Hz)，α３波(12-13Hz)に細分化される． 

 

３．脳波の測定装置 

本研究では，脳波の測定に FUTEK 製のブレイン

プロライト FM-838 を用いる．この装置では，頭髪

の無い前額部に高感度センサーバンドを装着する

ことで，頭頂部へのペーストの塗布や頭髪の処理

の必要なく簡単に脳波を測定することができる． 

また，このシステムでは，脳波の各成分すなわち，

θ波，α１波，α2 波，α３波，β 波の周波数の電圧値を

時系列で求めることができ，脳波の状態の推移か

らストレス状態の変化を推定できる．測定したデ

ータは USB 経由で PC に転送される．FM-838 のセ

ンサーバンドと測定器本体を図 1 に示す． 

 

 
 

図１ FM-838 センサーバンドと測定器本体 

 

４．360度風景動画と VR再生 

 本研究では，より効果的に風景動画を提示する

ために，360 度カメラによって撮影を行い，さらに

VR動画に変換して VRゴーグルで被検者に提示す

る．360度カメラとしてリコーのTHETA Sを用い，

撮影した動画を iPhone に転送した．360 度動画は

THETA 付属のアプリにより VR 動画に変換し，さ

らに ELECOM の VR ゴーグル VRG-XSB01GE を

用いて再生することとした．360 度カメラと VR ゴ

ーグルを図 2 に示す． 

 風景動画としては，高尾山 1 号路[2]の清滝駅前

から展望台までを徒歩で登りながら撮影し，その

一部を実験のための動画として被検者に提示した．

図 3 に展望台での 360 度写真の例を示す．静止画

を示しているが，実際には動画を用いている． 



 

図 2 リコー360 度カメラと VR ゴーグル 

 

 

図 3 高尾山展望台の 360 度風景例 

 

５．実験 

本研究では，ストレス状態とその緩和効果を脳

波で解析する．今回は，高尾山登山中の風景動画の

提示による効果を調べる．風景動画を効果的に提

示するために，VR ゴーグルを用いる． 

実験では，ストレスを与える作業を 5 分間継続

した後に，1 分間で VR ゴーグルを装着し，その後

風景動画を 3分間提示して脳波の変化を測定する．

ストレスを与える作業としては，パソコンによる

タイピングを行う．比較のため VR ゴーグルを装

着せず風景を提示しない場合の実験も行った．20

代男子大学院生 1名を被験者として実験を行った． 

図 4 に，VR ゴーグルを使用した場合の実験にお

ける脳波の成分のうち，リラックスを表す α2 波と

ストレスを表す β 波の時間推移のグラフを図 4 に

示す．結果は作業の最後 1 分間からリラックス（風

景動画提示）の 3 分間までの脳波成分である．ま

た，作業期間とリラックス期間の脳波各成分の平

均値を表 1 に示す．数値の単位は[V]である． 

図 4 によると，作業期間からリラックス期間に

かけて α2 波成分が上昇，β 波成分が下降しており

ストレスが緩和されていることがわかる．また表 1

によると，風景動画を提示した場合は α2 波成分が

上昇しているのに対し，提示しない場合はやや減

少している．β 波については両方とも減少している

が，風景動画を提示した方が減少の割合が大きく

なった．以上より，風景動画を提示することによる

ストレスの緩和効果を確認した． 

(a) α2 波の測定値 

(b) β 波の測定値 

図 4 脳波の測定結果  

 

表 1 脳波各成分の平均値 

 

６．まとめ 

本研究では，風景によるストレスの緩和効果を

脳波の解析で評価することを目的として実験を行

った．360 度の風景動画を用意し，VR ゴーグルで

提示して脳波の変化を調べた．風景動画の有無に

よるストレス緩和効果の比較実験を行った結果，

風景動画提示の有効性を確認した． 

今後の課題として，脳波成分の評価値の検討お

よび，動画の種類によるストレス緩和効果の違い

の検討を行うことを考えている． 
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状態 θ波 α1波 α2波 α3波 β波 

動画 

なし 

作業中 13.11 6.91 4.83 3.76 1.37 

リラックス 14.88 6.61 4.35 2.89 0.60 

動画 

提示 

作業中 11.25 5.48 3.36 1.32 0.42 

リラックス 6.17 2.33 4.47 0.59 0.10 


